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場合モデルでうまく予想できた例を使うことである．当

った例をいろいろ調べるのは比較的気が楽である．しか

し，実際にモデル改良に役立つのは，予想がはずれた例

である事が多い．r狭き門より入れ」，この言葉は我々モ

デラーに常に課せられた十字架である．
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